
 

夫
を 

場 所：富岡公民館３階第一会議室 

日 時：令和２年９月８日（火） 

      １３時００分～１６時００分 

講 師：佐藤青樹先生 

出席者：大西旅人、北島サブ、 

高野平太、谷口勝、長谷川智、 

三浦みちえ、森山裕子、 

山岸順、山口しだれ、山口昇柳（のぼん改）、 

福田次郎 

 

 

 

 

 
 

課
題
「
膨
ら
む
」
・
互
選 

 

  
 

「
１
点
」 

ビ
ー
ル
代
膨
れ
た
腹
に
消
え
て
ゆ
く 

 
 
 
 

智 
 

 

絵
が
見
え
上
手
く
出
来
た
句
。
「
膨れ
た
腹
に
消
え
て
ゆ
く
」
は
、

「
お
金
が
無
く
な
っ
て
い
く
」
の
比
喩
。「
穿
ち
」
と
も
取
れ
る
。 

 

秋
キ
ュ
ウ
リ
よ
く
肥
え
太
る
褒
め
る
妻 

 
 
 

昇
柳 

 
 

 

中
七
の
「
肥
え
」
と
「
太
る
」
は
ダ
ブ
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。 

例
「
秋
キ
ュ
ウ
リ
肥
え
て
女
房
に
褒
め
ら
れ
る
」 

お
見
合
い
の
天
使
の
ブ
ラ
に
騙
さ
れ
た 

 
 
 

勝 
 

 

 
 

中
七
の
「
天
使
」
は
、
見
合
い
の
相
手
か
、
見
せ
か
け
の
ブ
ラ
？ 

 
 

 
 

例
「
大
盛
り
の
ブ
ラ
だ
と
知
っ
た
ハ
ネ
ム
ー
ン
」 

 

ご
当
地
の
土
産
味
わ
う
旅
気
分 

 
 
 
 
 
 

順 
 

 
 

「
土
産
味
わ
う
旅
気
分
」
が
、
題
の
「
膨
ら
む
」
な
の
？ 

 
 
 

例
「
上
げ
底
と
知
ら
ぬ
土
産
を
た
ん
と
買
い
」 

 

経
験
を
重
ね
て
膨
ら
む
嫉
妬
心 

 
 
 
 
 
 

平
太 

 

 
 

 

中
八
の
句
。
上
五
は
、
表
現
が
曖
昧
な
の
で
、
一
工
夫
欲
し
い
。 

 
 
 

例
「
浮
気
癖
夫
へ
つ
の
る
嫉
妬
心
」 

 

秋
大
根
よ
く
肥
え
深
い
プ
ラ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

昇
柳 

 
 

 
 

一
読
明
快
の
句
だ
が
、
も
う
少
し
工
夫
し
、
躍
動
感
を
。 

 
 

例
「
プ
ラ
ン
タ
ー
秋
大
根
を
肥
え
さ
せ
る
」 

 

 

危
機
感
を
は
ら
み
女
房
の
お
し
黙
り 

 
 
 
 

旅
人 

 
 

「
危
機
感
」
の
具
体
性
が
分
か
る
と
、
も
っ
と
切
実
感
が
で
る
。 

例
「
雇
止
め
長
引
き
妻
が
押
し
黙
り
」 

 
 

 
 

 

 
 

「
２
点
」 

夢
広
げ
ゆ
う
ゆ
う
と
し
た
生
活
を 

 
 
 
 
 

昇
柳 

 

 
 
 

少
々
語
順
を
変
え
て
「
ゆ
う
ゆ
う
と
し
た
生
活
へ
夢
拡
げ
」
で
は

ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
の
方
が
、
リ
ズ
ム
感
が
良
い
の
で
は
。 

 
 

 

ス
テ
ィ
ホ
ー
ム
パ
パ
の
お
腹
が
遊
園
地 

 
 
 

裕
子 

 

 
 
 

運
動
不
足
で
メ
タ
ボ
に
な
っ
た
お
腹
で
、
遊
ば
す
絵
が
見
え
る
。 

 
 
 

特
に
、「
パ
パ
の
お
腹
が
遊
園
地
」
の
表
現
が
上
手
い
。 

 

自
画
像
に
少
し
ふ
っ
く
ら
筆
を
入
れ 

 
 
 
 

み
ち
え 

 

 
 
 

筆
を
入
れ
る
気
持
ち
と
絵
が
見
え
、
上
手
く
で
き
た
句
。。 

 

好
奇
心
な
ぜ
ど
う
し
て
と
あ
ふ
れ
出
す 

 
 
 

平
太 

 
 

 
 
 

好
奇
心
を
あ
ふ
れ
出
し
て
い
る
の
は
、
子
供
？
自
分
自
身
？ 

 
 
 

例
「
好
奇
心
な
ぜ
ど
う
し
て
と
止
ま
ら
ぬ
子
」 

 

ビ
ー
ル
泡
膨
ら
み
グ
ラ
ス
の
中
に
雲 

 
 
 
 

旅
人 

 
 

 
 

絵
が
見
え
る
句
だ
が
、
中
八
の
句
。
泡
と
一
緒
に
自
分
を
詠
み
込

ん
で
み
て
は
。 

例
「
大
盛
り
の
泡
の
ジ
ョ
ッ
キ
を
一
気
の
み
」 

 

借
金
を
膨
ら
ま
せ
て
の
離
婚
劇 

 
 
 
 
 
 

智 
 

 

 
 

一
読
明
快
な
句
だ
が
、
そ
の
原
因
も
分
か
れ
ば
句
が
生
き
る
。 

 
 

 

例
「
株
投
資
赤
字
続
き
で
妻
が
逃
げ
」 

 

人
だ
か
り
何
故
か
心
が
騒
ぐ
の
よ 

 
 
 
 
 

平
太 

 

 
 

言
い
た
い
こ
と
は
分
か
る
が
、
中
七
の
「
何
故
か
」
が
若
干
弱
い

表
現
か
。 

例
「
人
だ
か
り
何
だ
な
ん
だ
と
駆
け
つ
け
る
」 

 

使
え
ず
に
膨
れ
た
ま
ま
の
財
布
あ
り 

 
 
 
 

し
だ
れ 

 
 

 
 

一
読
明
快
だ
が
、
何
故
使
え
な
い
の
か
が
分
か
れ
ば
。 

例
「
コ
ロ
ナ
籠
も
り
太
る
財
布
が
欠
伸
す
る
」 

 
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
膨
ら
む
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー 

 
 

サ
ブ 

 

 
 

一
読
明
快
の
句
だ
が
、
も
う
少
し
工
夫
を
。
上
句
の
「
コ
ロ
ナ 

禍
の⇨
へ
」
。 

例
「
ど
の
局
も
コ
ロ
ナ
不
安
を
煽
り
た
て
」 

 

            

 ５９号 

 

浦安とみおか川柳会 

９月例会結果  

  

           

月例会結果 

 

 

 

 



 

1 

 

夫
を 

 

 
 

課
題
「
膨
ら
む
」
・
互
選 

 

続
き 

 

 
 

 
 

「
２
点
」 

 

カ
ル
メ
焼
昭
和
の
味
が
盛
り
上
が
る 

 
 
 
 

勝 
 

 

 
 

一
読
明
解
で
昭
和
へ
の
郷
愁
が
窺
え
る
句
。 

 
 

 
 

 

「
３
点
」 

 

マ
ス
ク
越
し
雄
弁
と
な
る
手
の
し
ぐ
さ 

 
 

 
 

順 
 

 
 

 

絵
が
見
え
る
句
。「
雄
弁
と
な
る
手
の
し
ぐ
さ
」
が
題
の
「
膨
ら

む
」
な
の
で
し
ょ
う
ね
。 

ふ
っ
く
ら
と
炊
い
た
ご
飯
で
塩
む
す
び 

 
 

 
み
ち
え 

 
 

一
読
明
快
で
上
手
く
出
来
た
句
。
思
わ
ず
、
お
結
び
が
食
べ
た

く
な
る
句
。 

 

急
カ
ー
ブ
膨
ら
み
過
ぎ
て
ど
っ
と
汗 

 
 

 
 

み
ち
え 

 

 
 
 

一
読
明
快
の
句
。 

  
 

 
 

「
４
点
」 

 

二
人
で
も
岩
手
の
コ
ロ
ナ
ト
ッ
プ
記
事 

 
 

 

次
郎 

 

 
 

 

絵
が
見
え
る
句
。
見
出
し
の
活
字
と
大
き
さ
と
大
げ
さ
な
記 

 

 
 

 

事
が
「
膨
ら
む
」
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

ち
ぃ
ち
ゃ
な
手
膨
ら
む
孫
の
未
来
像 

 
 

 
 

次
郎 

 

 
 

孫
の
将
来
に
夢
を
馳
せ
て
お
り
、
出
来
て
い
る
句
。 

 

お
め
で
た
と
分
か
り
式
場
早
く
す
る 

 
 

 
 

順 

 
 

一
読
明
快
の
句
。
よ
く
読
ま
れ
る
題
材
な
の
で
、
新
鮮
味
に
注

意
。
中
七
「
式
場
」
は
、
「挙
式
」
の
方
が
良
い
の
で
は
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
５
点
」 

 

叱
ら
れ
て
す
ぐ
に
膨
れ
る
反
抗
期 
 

 
 

 
 

勝 
 

 

 
 

絵
が
見
え
、
上
手
く
で
き
た
句
。 

 
 

 
 

 

「
６
点
」 

 

ま
だ
ま
だ
と
発
酵
さ
せ
る
老
い
の
夢 

 
 
 
 

裕
子 

 

 
 

出
来
て
い
る
句
。
「
発
酵さ
せ
る
」
の
比
喩
が
効
い
て
い
る
。 

 

「
７
点
」 

 

疑
う
と
更
に
膨
ら
む
猜
疑
心 

 
 
 
 
 
 
 

し
だ
れ 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

「
選
外
」 

 

バ
イ
キ
ン
グ
食
べ
放
題
で
ベ
ル
ト
切
れ 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

「
ベ
ル
ト
切
れ
」
の
大
げ
さ
な
表
現
に
、
ユ
ー
モ
ア
を
感
じ
る
。 

 

臨
月
の
む
す
め
ど
っ
こ
い
し
ょ
と
動
き 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

親
と
娘
の
幸
福
感
が
感
じ
ら
れ
、
絵
が
見
え
て
出
来
た
句
。
特
に
、 

「
ど
っ
こ
い
し
ょ
と
動
き
」
で
生
き
生
き
と
し
た
句
と
な
っ
た
。 

 
コ
ロ
ナ
明
け
孫
と
旅
行
へ
夢
膨
れ 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

一
読
明
快
で
、
上
手
く
出
来
た
句
。 

 

孫
が
言
う
西
瓜
の
よ
う
な
じ
い
の
腹 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
読
明
快
で
、
上
手
く
出
来
た
句
。 

 

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
タ
イ
ヤ
跡
付
く
四
十
度 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

今
年
の
夏
の
猛
暑
を
あ
ら
わ
す
よ
う
な
、
一
読
明
快
の
句
。 

 

失
敗
が
向
上
心
を
刺
激
す
る 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
読
明
快
な
句
。 

 

膨
ら
ん
だ
財
布
の
中
は
硬
貨
の
み 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
読
明
快
な
句
。
硬
貨
の
み
と
な
っ
た
原
因
を
読
み
込
め
ば
。 

 
 

例
「
雇
止
め
太
る
財
布
は
硬
貨
の
み
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【溜り場】１０月は神無月 

 

１０月は、島根県以外に神様はいないのでしょうか？ 

いいえ、全ての神様が出雲に出かけてしまうのではなく、参加しない

（留守番役も含めて）神様がいるそうです。 

その代表的な神様が、伊勢神宮、諏訪大社、恵比須神、金毘羅神、

竈神（かまどしん）、道祖神等です。ちゃんと留守神様として私たちを

守ってくれているのです。 



 

1 

 

夫
を 

川柳の三要素 

うがち・おかしみ・軽み 

川柳とは、 

・ズバリ斬る 

・ホロリ泣かせる  

 
 
 

自
由
吟
・
佐
藤
青
樹
選 

 
 

  
 
 
 

「
秀
」 

 

病
院
の
予
約
で
埋
ま
る
予
定
表 

 
 
 
 
 
 

勝 

 

テ
レ
ワ
ー
ク
父
母
と
過
ご
せ
た
夏
休
み 

 
 
 

次
郎 

 

リ
タ
イ
ア
後
世
話
も
食
事
も
ペ
ッ
ト
以
下 

 
 

サ
ブ 

 

咳
ひ
と
つ
す
る
も
は
ば
か
る
リ
ア
リ
テ
ィ 

 
 

旅
人 

 

日
に
一
句
三
日
続
か
ず
己
知
る 

 
 
 
 
 
 

し
だ
れ 

 

プ
ラ
ゴ
ミ
を
一
枚
減
ら
す
マ
イ
バ
ッ
ク 

 
 
 

み
ち
え 

  
 
 
 

「
客
」 

 

朝
散
歩
解
き
放
た
れ
て
吸
う
タ
バ
コ 

 
 
 
 

智 

 

枕
持
ち
涼
し
い
部
屋
を
巡
る
夜 

 
 
 
 
 
 

勝 

 

ス
マ
イ
ル
に
出
ば
な
挫
か
れ
ク
レ
ー
マ
ー 

 
 

裕
子 

 

総
裁
選
力
に
な
び
く
ま
ず
我
が
身 

 
 
 
 
 

平
太 

 

睨
ま
れ
て
気
付
く
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス 

み
ち
え 

  
 
 
 

 

「
人
」 

 

父
の
背
を
家
族
が
見
て
る
テ
レ
ワ
ー
ク 

 
 
 

順 

  
 
 
 

 

「
地
」 

 

雷
が
妻
の
小
言
を
打
ち
砕
く 

 
 
 
 
 
 
 

裕
子 

  
 
 
 
 

 

天
」 

 

朝
焼
け
に
ひ
と
り
芝
居
の
幕
が
開
く 

 
 
 
 

裕
子 

  

 
 

 

鑑
賞
コ
ー
ナ
ー 

 

 
 
 

 

 
 

★ 

う
ら
や
す
川
柳
会
（
９
月
例
会
） 

自
由
吟
（
高
田
文
子
選
） 

（
人
） 

な
け
な
し
を
融
通
し
合
う
素
寒
貧 

 
 
 
 

三
好
ひ
ろ
し 

 
 
 

 

 

（
地
） 

遺
品
整
理
五
円
葉
書
の
父
の
恋 

 
 
 
 
 

吉
田
貞
恵 

 

（
天
） 

妻
に
似
た
花
が
煩
悩
疼
か
せ
る 

 
 
 
 
 

佐
藤
青
樹 

 
 
 
 
 
 

自
由
吟
（
佐
藤
青
樹
選
） 

 

（
人
） 

と
り
と
め
の
無
い
ま
ま
過
ぎ
て
秋
彼
岸 

 
 

高
田
文
子 

 

（
地
） 

遺
品
整
理
五
円
葉
書
の
父
の
恋 

 
 

 
 
 

吉
田
貞
恵 

 

（
天
） 

令
和
ニ
年
け
っ
た
い
な
世
を
生
き
て
ま
す 

 

水
沢
京
子 

  
 

★ 

川
柳
ひ
ま
わ
り
会
（
９
月
例
会
） 

 
 
 
 
 
 

互
選
句
「
課
題
・
植
え
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

Ｕ
タ
ー
ン
物
づ
く
り
か
ら
土
い
じ
り 

 
  

 

大
河
平
隆
興 

 
 
 
 

 
 

隠
し
た
い
言
葉
を
そ
っ
と
鉢
に
植
え 

 
 
 

眞
田
宣
子 

 
 
 
 

 
 

早
乙
女
の
唄
が
聞
こ
え
ぬ
機
械
植
え 

 
 
 

塩
見
和
昭 

 

★ 

カ
レ
ッ
ジ
川
柳
会
（
９
月
例
会
） 

自
由
吟
（
佐
藤
公
江
選
） 

（
人
） 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
都
民
を
差
別
す
る
田
舎 

 
 

 
 

黒
崎
与
三
坊 

 
 

 

（
地
） 

 

記
憶
力
落
ち
て
海
馬
の
尻
た
た
く 

 
 
 

 
 

萱
野
澄
ゑ 

（
天
） 

 

子
の
た
め
に
預
金
し
て
ま
す
皴
の
母 

  
 
 

清
田
ア
キ
ラ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 吟行 

  川柳の題材を求めて、街や田舎にでかけ、名所・旧跡や、美

術館などを訪れたり、ぶらり散策したりして、見聞できたこと

を詠んでみる。 

 こうしてできた句が、「嘱目吟」と呼ばれます。 

 嘱目吟を目的に外歩きをすることを「吟行」という。 

  この秋に、第一回吟行を実施したいと企画しましたが、コロ

ナがいまだ衰えず。延期ということにさせていただきます。 

 



 

千
葉
県
川
柳
大
会
（
誌
上
大
会
）
の
投
句
に
参
加
し
て
タ
イ
ト
ル
賞
（
１
１
賞
）
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う 

課
題
「
甘
い
」
・二
人
選 

 

森
山
裕
子
選 

 

 
「
秀 

 

末
っ
子
は
親
に
な
っ
て
も
甘
っ
た
れ 

 
 
 
 

勝 

 

甘
い
球
打
ち
損
ね
て
の
凡
フ
ラ
イ 

 
 
 
 
 

智 

 

指
揮
者
か
ら
貰
っ
た
飴
は
甘
く
な
い 

 
 
 
 

昇
柳 

 

ゴ
ー
ツ
ー
で
増
々
増
え
た
感
染
者 

 
 
 
 
 

し
だ
れ 

 

テ
レ
ワ
ー
ク
パ
ソ
コ
ン
そ
ば
に
菓
子
の
盆 

 
 

次
郎 

 
 

 
 

 

「
客
」 

避
難
指
示
い
つ
も
の
こ
と
と
甘
く
見
る 

 
 
 

順 

政
治
家
の
甘
さ
に
コ
ロ
ナ
増
え
続
け 

 
 
 
 

勝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

砂
糖
断
ち
し
て
ま
で
長
寿
の
ぞ
ま
な
い 

 
 
 

旅
人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

し
つ
け
に
は
厳
し
さ
甘
さ
使
い
分
け 

 
 
 

 

サ
ブ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

も
う
よ
か
と
笑
い
話
に
し
て
お
こ
う 

 
 
 
 

平
太 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 
 
 
 

「
人
」 

 

甘
言
で
釣
っ
た
魚
を
持
て
余
す 

 
 
 
 

 
 
 

み
ち
え 

 
 
 
 

「
地
」 

 

黒
星
に
横
綱
怪
我
と
す
ぐ
休
む 
 
 
 
 
 
 

勝 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

「
天
」 

 

オ
レ
オ
レ
の
息
子
に
甘
い
高
齢
者 

 
 
 
 
 

順 
 

  
 

（
自
句
） 

票
の
た
め
甘
い
顔
す
る
ト
ラ
ン
プ
氏 

 
 
 
 
 
 
 

マ
ス
ク
下
に
甘
い
マ
ス
ク
を
隠
す
君 

 
 
 
 
 
 
 

失
笑
を
あ
び
る
マ
ス
ク
の
甘
い
詰
め 

   
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

課
題
「
甘
い
」
・二
人
選 
 

大
西
旅
人
選 

 

 

 
 
 

 

「
秀
」 

 

末
っ
子
は
親
に
な
っ
て
も
甘
っ
た
れ 

 
 
 
 

勝 

 

票
の
た
め
甘
い
顔
す
る
ト
ラ
ン
プ
氏 

 
 
 
 

裕
子 

 

甘
や
か
し
お
ん
ぶ
に
抱
っ
こ
自
立
せ
ず 

 
 
 

サ
ブ 

 

オ
レ
オ
レ
の
息
子
に
甘
い
高
齢
者 

 
 
 
 
 

順 

 

避
難
指
示
い
つ
も
の
こ
と
と
甘
く
み
る 

 
 
 

順 

 
 
 

 

「
客
」 

 

テ
レ
ワ
ー
ク
パ
ソ
コ
ン
そ
ば
に
菓
子
の
盆 

 
 

次
郎 

 

も
う
よ
か
と
笑
い
話
に
し
て
お
こ
う 

 
 
 
 

平
太 

 

し
つ
け
に
は
厳
し
さ
甘
さ
使
い
分
け 

 
 
 
 

サ
ブ 

 

マ
ス
ク
下
に
甘
い
マ
ス
ク
を
隠
す
君 

 
 
 
 

裕
子 

 
甘
い
水
歌
で
呼
び
込
む
蛍
狩
り 

 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 
 
 

 

「
人
」 

 

政
治
家
の
甘
さ
に
コ
ロ
ナ
増
え
続
け 

 
 
 
 

勝 
 

 
 
 

 

「
地
」 

 

甘
言
で
釣
っ
た
魚
を
持
て
余
す 

 
 
 
 

 
 
 

み
ち
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「
天
」 

 
 

 

失
笑
を
あ
び
る
マ
ス
ク
の
甘
い
詰
め 

 
 
 
 

裕
子 

  
 

 

（
自
句
） 

糖
尿
の
話
老
人
会
が
沸
き 

 
 
 
 
 
 
 

 

砂
糖
断
ち
し
て
ま
で
長
寿
の
ぞ
ま
な
い 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

甘
い
汁
に
は
ヒ
ト
蟻
が
凝
集
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

【掲示板】 

 １．１１月例会のお知らせ 

 ・日時 ：令和２年１１月１０日（火） 

       13時 00分～16時 00分 

 ・場所 ：富岡公民館 3階第一会議室 

   

・課題「届く」：互選    ３句 

 ・課題「混ぜる」：二人選   ３句 

 ・自由吟          ３句 

 

 

２．連絡事項 

 

 ◎第３回 新春浦安川柳大会の開催について。 

 日 時：2021 年２月 12 日（金）午後１時～４時  

場 所：浦安音楽ホール（ハーモニーホール） 

参加者：浦安市内の川柳人 

  課題・選者・その他詳細につきましては、 

１１月例会時に案内書を配布します。 

会長 山岸順 

 

 


